
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

核・原爆と表象／文学に関する総合的研究

General study on Nuclear Technology and Its Literary Representations

３０５１２５７９研究者番号：

川口　隆行（KAWAGUCHI, TAKAYUKI）

広島大学・教育学研究科（研究院）・准教授

研究期間：

２６２８４０３８

平成 年 月 日現在２９   ６ １３

円    12,500,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、冷戦期、ポスト冷戦期の国際的文脈を視野に収めながら、核・原爆の表
象／文学を多角的に問い直すことによって、現在の課題に対応する新たな議論地平を切り開く研究を行った。
　（1）サークル誌、地方文芸誌など地域メディア、マンガ、映像など視覚表象を含めた大衆メディアの実態を
明らかにし、（2）反核・反戦言説、核の「平和」利用言説、核・原爆に関する科学言説、環境や身体の汚染に
関する言説など、社会的・文化的言説と「原爆文学」との関係を冷戦期、ポスト冷戦期の地政学的配置から検証
したうえで、（3）現在の諸問題を問い直すためのデータベース構築を達成することが出来た。

研究成果の概要（英文）：　　Our project’s main aim was to reconsider, in a multifaceted manner and 
against the background of our understanding of the global history in the (post-)Cold-War era, 
various literary/non-literary images of atomic bombs and nuclear energy. 
　　The following is the three major achievements of our three-year project:(1)We were able to make 
a substantial exploration of the intricate relationships between nukes and such mass media as 
nationwide/regional literary journals, manga, and diverse films.(2)We were able to analyze the 
important links between the so-called “A-bomb literature” and different social/cultural discourses
 such as anti-nuke ones, anti-war ones, the ones regarding the peaceful use of nukes, the ones 
strongly related to the scientific value of nukes, and the ones particularly concerning the 
pollution of our bodies and environment.(3)We were able to establish a massive database readily 
available for further inquiries into our present-day unsolved issues.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
核・原爆表象に関する様々な問い直しが、

九〇年代後半からさまざまに展開されてき
た。さらに二〇一一年三月の東日本大震災以
降は、原発問題と関連した議論も始まってい
る。表象／文学と社会運動や文化運動との関
係を視野に収めた言説研究、雑誌研究や日本
語文学の枠を超えた新たな対象の設定、問題
発掘も始まっていた。こうした取り組みを基
盤としながら、「原爆文学」研究をさらに幅
広く学際的、総合的な内容へと発展させる必
要が存在した。 
 
２．研究の目的 
（１）「原爆文学」の再評価とその枠組みの
編成過程の検証 
「原爆文学」の枠組みがいかに形成され、

変容してきたかを検証する。大田洋子、原民
喜、栗原貞子、井伏鱒二、林京子、大江健三
郎、井上光晴、小田実らの再評価とともに、
その生産、受容、批判の様態を明らかにする。
その作業の過程で、既存の枠組みにおいて看
過されてきた作品の発掘、位置づけを行う。
また、ジェンダー、セクシュアリテイ、帝国
主義・植民地主義、環境問題、原発問題とい
った、とりこぼされがちであったテーマや領
域を明らかにする。 
（２）文学に隣接する諸メディアにおける原
爆・核の表象の調査と分析 
核・原爆の表象の調査・分析を、被爆地広

島、長崎のサークル誌・地方文芸誌といった
地域メ ディア、マンガ、映像といった視覚
表象とも深い関係にある大衆メディアにま
で広げ、「原爆文学」と戦後日本のメディア
編成との関係性を明らかにする。 
（３）国際的文脈を視野に入れた核・原爆を
めぐる社会的・文化的言説の調査と分析 
反戦平和言説や核・原爆に関する科学的言

説、反原発運動をめぐる言説に関する資料を
収集し、「原爆文学」を含めた核・原爆表象
との関係を明らかにする。また、東アジアと
アメリカの核・原爆表象の調査・分析を行い、
核・原爆をめぐる集合的記憶の政治的社会的
役割を冷戦期、ポスト冷戦期の国際的文脈に
位置づける。 
 
３．研究の方法 
日本近現代文学・文化研究者を中心に、英

語圏文学・文化研究者を加えた研究組織を編
成し、原爆の図丸木美術館学芸員、アメリカ、
台湾在住の文学・文化研究者を研究協力者と
して、幅広い調査・考察を行った。ほかにも
原爆文学研究会や戦後文化合同研究会など
の関係研究組織のメンバー、さらには必要に
応じて海外の研究者とも随時連携を図りな
がら、情報交換・意見交換の場を設定するよ
うにした。 
 
４．研究成果 
（1）「原爆文学」とサークル誌、地方文芸誌

など地域メディア、マンガ、映像など視覚表
象を含めた大衆メディアの実態を明らかに
することができた。特に以下の 2点は重要な
成果である。 
①従来ほとんど手付かずであった被爆地

広島、長崎を中心としたサークル誌・地方文
芸誌の実態調査、分析を通して、地域におけ
る原爆表現の生成と流通の実態を解明する
ことができた。 
②マスメディアや大衆文化が社会に発信

した核・原爆に関する言説についても、原爆
に関する集合的記憶や核兵器・核実験に対す
る危機感、核エネルギーに関する期待感が形
成される過程と、そこに作用していた社会的
力学を明らかにすることができた。 
（2）反核・反戦言説、核の「平和」利用言
説、核・原爆に関する科学言説、環境や身体
の汚染に関する言説など、社会的・文化的言
説と「原爆文学」との関係を冷戦期、ポスト
冷戦期の地政学的配置から検証することが
できた。特に以下の2点は重要な成果である。 
①50 年代文化運動、70 年代市民運動、さ

らには東アジアの民主化運動や反核運動、環
太平洋地域の先住民権利運動などと核・原爆
の表象／文学の生成、流通、受容の関係性を
明らかにできた。 
②アメリカの「核文学」と日本の「原爆文

学」のジャンル形成をつきあわせて検討する
ことで、冷戦構造における地理的配置、地政
学の問題と両者が深く関わっていることを
明らかにできた。それはさらに、冷戦期から
現在まで排除されてきたマイノリティの経
験、それに関連する文学・文化の問題に光を
あてることにもなった。 
（3）現在の諸問題を問い直すためのデータ
ベース構築を達成することができた。 
核・原爆に関わる思想、表現、運動を冷戦

期およびポスト冷戦期の国際的文脈から解
明することで、既存の「原爆文学」研究を、
戦後日本社会を批判的に捉えなおすものへ
と再構築できた。具体的には以下の 2点が中
心である。 
①計 8 回開催した「戦後 70 年連続ワーク

ショップ」（2014－2015）、国際会議「核・原
爆と表象／文学――原爆文学の彼方」（2015）
で研究成果を公開し、その内容すべてを『原
爆文学研究』13、14、15 号（2014、2015、2016）
ですべて誌面化することができた。 
②「原爆文学」を、ジャンルや地域の越境、

横断を不断に繰り返しながら再構築される
ものと位置づけ、その名のもとに、核・原爆
に関する文学・文化の堆積を批評的に浮かび
あがらせる「原爆文学事典」の構想、執筆、
編集作業を行うことができた。正式には、
『〈原爆〉を読む文化事典』として 2017 年夏
に出版予定である。アクチュアルな問いを喚
起し、世界の見方に更新を迫り、「戦後 70 年」
以後の公共的議論に有益な言説資源を提供
する内容になったと考えている。 
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